
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
、
町
税

還
付
金
等
を
増
額 

令
和
３
年
第
１
回
議
会
臨
時
会
が
１
月
19
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
臨
時
会
に
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

協
力
金
（
時
短
営
業
協
力
金
）、
町
税
還
付
金
等
を
増
額
す
る
補
正
予
算
と
、
町
長
の
給

料
月
額
10
％
を
減
額
す
る
条
例
改
正
が
提
出
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

                             

 

      

         

                   

  

令
和
２
年
度
一
般
会
計 

補
正
予
算
（

第
９
号

） 
 

（
要
旨)

既
定
の
予
算
総
額

に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３

２
７
１
万
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
76
億
６
４
５
万
円

と
す
る
も
の
。
主
な
内
容
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
事
業
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大
防
止

協
力
金
（
時
短
営
業
協
力

金
）
、
町
税
還
付
金
な
ど
の

費
用
。 

 

時
短
営
業
協
力
金

の
内
容
は 

 
（
渡
辺
勝
弘
議
員
）

時
短
営
業
協
力
金

の
内
容
を
伺
う
。 

 

県
の
新
型

コ
ロ
ナ
緊
急

対
策
の
う
ち
、
時
短
営
業
要

請
に
協
力
い
た
だ
い
た
事

業
者
に
、
前
回
の
緊
急
事
態

宣
言
時
と
同
様
に
、
町
と
し

て
２
万
円
を
県
の
支
給
額

に
上
乗
せ
し
て
支
給
す
る
。 

 

ワ
ク
チ
ン
接
種
事

業
の
郵
便
料
の
内

容
は 

 

（
小
林
聖
治
議
員
） 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事

業
の
郵
便
料
の
内
容
は
。 

ワ

ク

チ

ン

接

種

に

必
要
な
ク
ー
ポ
ン
券
と
予

診
票
を
郵
送
す
る
。
接
種
は

一
人
あ
た
り
２
回
を
想
定

し
、
２
、
３
月
の
接
種
ク
ー

ポ
ン
券
発
送
予
定
分
を
補

正
増
額
し
、
準
備
を
進
め
る

も
の
で
あ
る
。 

 

ワ
ク
チ
ン
接
種
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は 

 

（
山
崎
健
吉
議
員
）

ワ
ク
チ
ン
接
種
は

強
制
な
の
か
。
ま
た
、
一
般

の
人
が
受
け
る
の
は
６
月

頃
か
ら
と
報
道
さ
れ
て
い

る
が
、
予
定
ど
お
り
接
種
で

き
る
の
か
。 

ワ
ク
チ
ン

接
種
は
任
意

で
あ
る
。
た
だ
、
接
種
し
て

抗
体
を
も
つ
人
が
増
え
れ

ば
感
染
症
が
次
第
に
収
ま

る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
多

く
の
方
に
受
け
て
い
た
だ
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１月臨時会 



令和２年度一般会計 

補正予算（第９号）のおもな内容 

【主な事業】 

・新型コロナウイルスワクチン接種事業 

１３８８万円 

・ＰＣＲ検査委託料      １１０万円 

・新型コロナウイルス感染症拡大防止協力金 

（時短営業協力金） ５２０万円 

・町税還付金等       １２５３万円 

            計 ３２７１万円 

【主な財源】

・国庫補助金         １２４９万円 

・繰越金           １８１５万円 

・接種実施負担金（国）    ２０７万円 

            計 ３２７１万円 

く
よ
う
啓
発
し
た
い
。 

ま
た
、
国
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
は
、
２
月
下
旬
か
ら
医

療
従
事
者
、
３
月
下
旬
か
ら

高
齢
者
や
基
礎
疾
患
の
あ

る
方
、
高
齢
者
施
設
で
働
く

方
、
そ
の
後
一
般
の
方
と
な

っ
て
い
る
。
現
段
階
で
は
、

一
日
あ
た
り
80
人
か
ら
１

０
０
人
が
接
種
可
能
と
想

定
し
て
い
る
が
、
順
調
に
行

っ
た
と
し
て
も
、
全
て
の
町

民
が
接
種
す
る
に
は
10
ヵ

月
程
度
は
か
か
る
と
見
込

ん
で
い
る
。 

 固
定
資
産
税
課
税

誤
り
の
内
容
は 

 

（
浅
野
富
男
議
員
） 

固
定
資
産
税
の

課
税
誤
り
に
よ
り
還
付
金

等
１
２
５
３
万
円
に
つ
い

て
、
内
容
を
問
う
。 一

部
の
土

地
で
、
用
途

地
区
の
適
用
区
分
を
誤
っ

た
ま
ま
課
税
し
、
令
和
２
年

度
ま
で
過
大
な
固
定
資
産

税
を
徴
収
し
て
い
る
こ
と

が
判
明
し
た
。
対
象
者
は
３

法
人
で
、
こ
れ
ま
で
に
経
緯

の
説
明
と
謝
罪
を
行
っ
た
。 

 

課
税
は
平
成
５
年
度
、 

平
成
７
年
度
、
平
成
10
年

度
に
そ
れ
ぞ
れ
始
ま
っ
た
。 

 

再
発
防
止
策
は 

 

（
浅
野
富
男
議
員
） 

 

今
後
こ
の
よ
う 

な
こ
と
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
の
対
策
は
。 

今
回
の
こ
と

を
厳
粛
に
受
け

止
め
て
い
る
。
課
税
シ
ス
テ

ム
の
入
力
内
容
の
チ
ェ
ッ

ク
体
制
の
強
化
、
職
員
の
研

修
等
に
よ
る
資
質
向
上
を

図
り
、
再
発
防
止
に
取
り
組

み
た
い
。 

     

条
例
改
正 

国
見
町
長
等
の
給
与
及
び

旅
費
に
関
す
る
条
例

 

（
要
旨)

固
定
資
産
税
の
初

期
の
課
税
誤
り
と
そ
の
後

の
確
認
業
務
の
不
備
に
よ

り
、
長
期
間
に
わ
た
り
不
適

切
な
課
税
と
徴
収
を
し
、
町

民
の
信
頼
を
失
墜
し
た
こ

と
か
ら
、
そ
の
責
任
を
果
た

す
た
め
、
令
和
３
年
２
月
１

日
か
ら
４
月
30
日
ま
で
の

３
ヵ
月
間
、
町
長
の
給
料
月

額
を
10
％
減
額
す
る
も
の
。 

 

誤
り
を
起
こ
さ
な

い
た
め
に
は 

 

（
渡
辺
勝
弘
議
員
） 

町
長
の
給
料
を

減
額
す
る
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、
今
後
、
今
回
の
よ

う
な
こ
と
が
起
き
な
い
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
思
う

が
、
町
長
の
考
え
は
。 

  

  

ミ
ス
を
し
な

い
と
い
う
こ
と

が
一
番
求
め
ら
れ
て
い
る
。

人
間
な
の
で
ミ
ス
を
す
る

こ
と
も
あ
る
が
、
そ
れ
を
念

頭
に
置
い
て
、
今
ま
で
の
や

り
方
が
本
当
に
正
し
い
の

か
と
疑
問
を
持
っ
て
仕
事

を
す
る
よ
う
、
全
職
員
に
意

識
改
革
を
求
め
る
訓
示
を

出
し
た
い
。 

 

 

 

 


